て 来たよう に 思われた ため も ある。 昨年の 会な ど、 見 

ている うちに 何だか 少し むっとす るよう な 気がして 来 

てとうと う 碌に 見ないで 帰って来て、 それき りもう 二 

度と は 入場し なかった くらいで ある。 勿論 これ は 二 科 

会の 責任ではなくて ただ 自分と いう 一 人の 人間の 勝手 

な 気持に よる ものである。 しかし 今年 は 「回顧 陳列」 

というの が あると いうので、 これ だけ はぜ ひ 見たい と 

きれい 

思って いた もの を、 それすら 当日の 朝 は 綺麗に 忘れて 

もうろく 

しまって いたので ある。 これ は 耄碌と 云われても 仕方 

力.^ レ 

昼過ぎに 上野へ 出掛けた が、 美術館 前の 通り は 自動 



があった ので それで 帳消しに なった のか もしれ ない。 

いずも ざき 

あの 日 は津田 君の 「出 雲 崎の 女」 が 問題に なって いて、 

喫茶 室で 同 君から その ゆき さ つ の 物語 を 聞いて いるう 

ちに 震り 出した のであった。 その 津田君 は 今年 はもう 

一 一 科に は 居 なくなつ たので ある。 

回顧 室に 通 入 ると I 君に 会った。 「どうも 蒸 暑い」 

というと I 君 は 「絵 も アツイ 絵ば かりだから」 という。 

この 室の もの はさす がに なつかし いものば かりで あ 

ほうさく 

る。 斎 藤 豊作 氏の 「落葉す る 野辺」 など 昔 見た とき は 

随分けば けばし い 生ま 生まし いものの ような 気がした 

のに、 今日 見る と、 時の 燻しが かかった のか、 それと 



も 近頃の 絵の 強烈な 生ま 生まし さに 馴れたせ いか、 む 

しろ 非常に 落着いた いい 気持の する の は 妙な もので あ 

はんじろう 

る。 坂 本繁ー 一郎 氏の セ ガン チニを 草体で 行った ような 

牛の 絵で も 今 見ても ちっとも 見劣りが しない。 安井 氏 

の を 見る と 同氏 帰朝 後 三越 かど こかであった 個人展の 

記憶が 甦 つて 来て 実に 愉快で ある。 山 下 氏ので も 梅 

原 氏ので も、 近頃の ものより どうしても 両氏の 昔の も 

のの 方が 絵の 中に 温かい 生き血が めぐって いるよう な 

しよ-つじ 

気がする ので ある。 故 関 根 正 二 氏の 「信仰の 悲み」 で 

も、 今の 変り種の 絵と はどう もちが つた 腹の 底から 来 

る 熱が 籠って いると 思われる。 すべての 宗教に は 陰惨 



ものである。 

(昭和 八 年 十月 『中央 美術』) 
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